
 

 

 

 

 

 

 

認知行動療法とは、自分の考え方（認知）や行動の良くないパターンに気づき、新しい習

慣づけを身につけることで、不安やうつのような感情の問題を解決する心理療法のことで

す。医療現場では、薬物療法に勝るとも劣らない効果が知られています。 

当日は、日常生活の中で簡単に使える認知行動療法のエッセンスをお伝えします。 

日時  令和８年７月２１日（火）１３:００～１５:００ 

講師  清水 栄司 先生 
千葉大学医学部附属病院 認知行動療法センター センター⾧ 
千葉大学大学院医学研究院 認知行動生理学 教授 
千葉大学子どものこころの発達教育研究センター センター⾧ 

会場  千葉市こころの健康センター 多目的室 

対象 千葉市内に在住、在勤、在学の方 

定員 ８０名（申込多数の場合、抽選）※抽選結果は受講できない場合のみ連絡 

申込  電話、FAX、E メール、または下記の二次元バーコードより申込可能 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度うつ病対策講演会 

こころの健康のために 
認知行動療法を活用しよう 
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